
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
四
十
三
号

電
源
開
発
促
進
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
　
抄

内
閣
は
、
電
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
の
廃
止
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章
　
関
係
政
令
の
整
理
（
第
一
条―

第
十
二
条
）

第
二
章
　
経
過
措
置
（
第
十
三
条―

第
二
十
条
）

附
則

第
一
章
　
関
係
政
令
の
整
理

（
電
源
開
発
促
進
法
施
行
令
等
の
廃
止
）

第
一
条
　
次
に
掲
げ
る
政
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
電
源
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）

二
　
電
源
開
発
促
進
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
の
方
法
及
び
割
合
の
基
準
に
関
す
る
政
令

（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
四
号
）

三
　
電
源
開
発
促
進
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
工
事
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
七
号
）

四
　
国
の
所
有
に
係
る
電
源
開
発
株
式
会
社
の
株
式
の
処
分
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
七
十

六
号
）

五
　
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ
る
代
わ
り
債
券
等
の
発
行
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
一

号
）第

二
章
　
経
過
措
置

（
電
源
開
発
株
式
会
社
の
代
わ
り
債
券
の
発
行
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
二
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
電
源
開
発
促
進
法
（
以
下
「
旧
電
促
法
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
電
源
開
発
株
式
会
社
（
次
条
に
お
い
て
「
電
源
会
社
」
と
い
う
。
）
が
法
附
則
第
十
七
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
電
促
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
代
わ
り
債
券
又
は

代
わ
り
利
札
を
発
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ
る
代
わ
り
債
券
等
の
発
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条

の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
令
第
一
条
中
「
電

源
開
発
株
式
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
電
気
事
業
法
及
び
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
五

年
法
律
第
九
十
二
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
電
源
開
発
促
進
法
（
以

下
「
旧
電
促
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
電
源
開
発
株
式
会
社
」
と
、
「
電
源
開
発
促
進
法
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
電
促
法
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
す
る
。

（
石
油
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
高
度
化
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
の
特
例
）

第
十
四
条
　
法
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
石
油
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
高
度
化
対
策
特

別
会
計
に
所
属
す
る
電
源
会
社
の
株
式
を
出
資
の
目
的
と
し
て
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
会
社
」
と
い
う
。
）
に
出
資
し
た
場
合
に
お
け
る
石
油
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
高

度
化
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
七
十
六
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
出
資
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
出
資
」
と
す
る
。

（
評
価
委
員
の
任
命
）

第
十
五
条
　
法
附
則
第
二
十
一
条
第
二
項
の
評
価
委
員
は
、
必
要
の
都
度
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
財
務
大
臣
及
び

経
済
産
業
大
臣
が
任
命
す
る
。

一
　
財
務
省
の
職
員
　
二
人

二
　
経
済
産
業
省
の
職
員
　
一
人

三
　
指
定
会
社
の
役
員
　
一
人

四
　
学
識
経
験
の
あ
る
者
　
一
人

（
評
価
額
の
決
定
）

第
十
六
条
　
評
価
額
は
、
評
価
委
員
の
過
半
数
の
一
致
に
よ
っ
て
定
め
る
。

（
評
価
に
関
す
る
庶
務
）

第
十
七
条
　
評
価
に
関
す
る
庶
務
は
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
政
策
課
に
お
い
て
財

務
省
理
財
局
計
画
官
の
協
力
を
得
て
処
理
す
る
。

（
法
附
則
第
二
十
五
条
第
二
項
の
代
わ
り
債
券
の
発
行
）

第
十
八
条
　
指
定
会
社
は
、
債
券
を
失
っ
た
者
に
交
付
す
る
た
め
に
法
附
則
第
二
十
五
条
第
二
項
の
代
わ
り
債
券
を

発
行
す
る
場
合
に
は
、
指
定
会
社
が
適
当
と
認
め
る
者
に
当
該
失
わ
れ
た
債
券
の
番
号
を
確
認
さ
せ
、
か
つ
、
当

該
債
券
を
失
っ
た
者
に
失
っ
た
こ
と
の
証
拠
を
提
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
指
定
会
社
は
、
当
該
失
わ
れ
た
債
券
に
つ
い
て
償
還
を
し
、
若
し
く
は
消
却
の
た
め
の
買
入
れ
を

し
、
又
は
当
該
失
わ
れ
た
債
券
に
附
属
す
る
利
札
に
つ
い
て
利
子
の
支
払
を
し
た
と
き
は
指
定
会
社
及
び
そ
の
保

証
人
が
適
当
と
認
め
る
者
が
そ
の
償
還
金
額
若
し
く
は
買
入
価
額
又
は
利
子
の
支
払
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
指

定
会
社
（
指
定
会
社
の
保
証
人
が
当
該
償
還
若
し
く
は
買
入
れ
又
は
利
子
の
支
払
を
し
た
と
き
は
、
当
該
保
証

人
）
に
対
し
補
て
ん
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
保
証
状
を
徴
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
法
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
十
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

1


